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浄
化
槽
点
検
の
お
値
段

期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

3月30日（木）～
4月6日（木）

4月6日（木）～
4月13日（木）

4月13日（木）～
4月20日（木）

4月20日（木）～
4月27日（木）

4月27日（木）～
5月4日（木）

●ニュース：①保育所卒園式
　　　　　 ②いつきのみや地域交流センター竣工式　ほか
●トピックス：明和町津波避難タワー

●ニュース：①明和町入庁式
　　　　　 ②明和町地方創生会議　ほか
●トピックス：斎王選考会

●ニュース：①小学校入学式
　　　　　 ②明和中学校入学式　ほか
●トピックス：日本酒プロジェクト

●ニュース：①中央公民館講座開講式
　　　　　 ②幼稚園入園式　ほか
●トピックス：明和町津波避難タワー

●ニュース：①稲作体験学習
　　　　　 ②交通安全教室　ほか
●トピックス：斎王選考会
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15：00
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17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
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明和町情報番組 め～ナビ
00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈4月6日（木）～5月4日（木）〉

お天気

（有料広告）

（有料広告）

みんなの元気体操    
9:55、12:55、15:55

ゴーゴーはつらつ体操  
10:55、13:55、16:55

ユーめい姫ドリーム    
11:55、14:55、17:55



　

２
月
19
日
、
津
市
の
県
庁
前
か

ら
伊
勢
市
の
「
三
重
交
通
Ｇ
ス

ポ
ー
ツ
の
杜　

伊
勢
」
ま
で
の
10

区
間
、
お
よ
そ
42
キ
ロ
を
コ
ー
ス

に
第
10
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗

駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
全
29

市
町
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

明
和
町
は
終
盤
で
繰
り
上
げ
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
も
の
の
２
時
間

31
分
８
秒
と
い
う
タ
イ
ム
で
、
町

の
部
７
位
入
賞
、
総
合
19
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
５
区
の
森
川
さ
ん
、
９
区

の
岡
本
さ
ん
は
区
間
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

明
和
町
選
手
団
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
監　

督　

山
口　

勝
司

■
コ
ー
チ　

柳
本　

拓
也

■
選　

手

１
区（
小
学
生
女
子
、１
．２
８
㎞
）

中
川　

真
友
・
橘　
　

幸
春

２
区（
小
学
生
男
子
、１
．８
５
㎞
）

中
川　

椋
翔
・
村
田　
　

智

３
区（
中
学
生
女
子
、３
．８
３
㎞
）

西
口　

陽
菜
・
北
出　

若
菜

４
区（
中
学
生
男
子
、５
．５
８
㎞
）

羽
山　

北
斗
・
下
川　

竜
輝

明
和
町
チ
ー
ム　

町
の
部
で
７
位

【
第
10
回
美（
う
ま
）し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
】

５
区（
40
歳
以
上
男
子
、４
．６
０
㎞
）

森
川　

雅
夫
・
福
井　

健
二

６
区（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
、６
．３
６
㎞
）

長
谷
川
眞
也
・
秦　
　

一
聖

７
区（
一
般
女
子
、２
．８
９
㎞
）

澤
村　

菜
乃
・
森
川　

栞
那

８
区（
20
歳
以
上
女
子
、３
．４
３
㎞
）

西
尾
美
早
紀
・
田
端
奈
津
子

９
区（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
、５
．４
５
㎞
）

岡
本　

凪
布
・
森
田　

美
月

10
区（
20
歳
以
上
男
子
、６
．４
２
５
㎞
）　

松
川　
　

亮
・
松
本　

篤
史

まちの話題
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

２
月
16
日
、
松
阪
地
区
医
師
会

か
ら
明
和
町
、
松
阪
市
、
多
気
町
、

大
台
町
へ
防
災
用
品
・
災
害
用
備

蓄
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
阪
地
区
医
師
会
で
は
、
平
成

25
年
度
よ
り
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
防
災
用
品
・
災
害
備
蓄
品
配

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

明
和
町
に
は
、全
自
動
血
圧
計
、

感
染
症
防
護
キ
ッ
ト
等
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

防
災
用
品
・
災
害
用
備
蓄
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

松
阪
地
区
医
師
会　

小
林
昭
彦

副
会
長
は
「
市
町
で
備
蓄
品
等
の

準
備
は
し
て
い
る
と
思
う
が
、
災

害
時
に
役
に
立
て
ば
と
思
う
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

贈
呈
を
受
け
中
井
町
長
は
「
日

頃
は
健
診
事
業
等
で
松
阪
地
区
医

師
会
に
は
、
ご
協
力
頂
き
感
謝
し

て
い
る
。
今
回
頂
い
た
備
蓄
品
は

災
害
時
に
役
立
て
た
い
。」
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
町
総
合
体
育
館
で

明
和
中
学
校
卒
業
生
２
１
６
人
の

卒
業
式
（
卒
業
証
書
授
与
式
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
、
校
歌
斉
唱
や

各
ク
ラ
ス
代
表
者
へ
の
卒
業
証
書

授
与
な
ど
に
続
い
て
、
在
校
生
代

表
の
上
田
芽
依
さ
ん
が
「
先
輩
方

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
〝
仲
間
を

思
い
や
る
優
し
さ
〟〝
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
な
い
強
さ
〟
を
こ
れ
か

ら
後
輩
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
歩

む
新
し
い
道
が
先
輩
方
に
と
っ
て

明
和
中
学
校
卒
業
式

２
１
６
人
が
巣
立
つ

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。」
と
送
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
卒
業
生
代
表
の
中

野
愛
太
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
自
ら

の
夢
を
つ
か
む
第
一
歩
と
し
て
こ

の
明
和
中
学
校
を
卒
業
し
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
は
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
や
歴
史
を
大
切
に

し
、
地
域
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
こ
の
３
年
間
、
私

た
ち
を
支
え
、
見
守
り
、
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
慣
れ

親
し
ん
だ
学
び
舎
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。
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まちの話題
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

２
月
25
日
、
浜
田
・
八
木
戸
と

大
淀
の
２
ヶ
所
で
工
事
を
進
め
て

き
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成

し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
和
町
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
特

別
措
置
法
の
津
波
避
難
対
策
特
別

強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

沿
岸
部
の
住
民
の
一
時
避
難
場
所

を
確
保
す
る
た
め
平
成
27
年
度
か

ら
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

浜
田
・
八
木
戸
津
波
避
難
タ

ワ
ー
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、建
物
の
高
さ
は
お
よ
そ
10
ｍ
、

避
難
ス
ペ
ー
ス
は
お
よ
そ
３
９
０

㎡
で
３
８
０
人
程
度
が
避
難
で
き

る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
淀
津
波
避
難
タ
ワ
ー
も
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
建
物
の
高

さ
は
お
よ
そ
10
ｍ
、
避
難
ス
ペ
ー

ス
は
お
よ
そ
１
，１
０
０
㎡
で
１
，

１
０
０
人
程
度
が
避
難
で
き
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
備
蓄
倉
庫
に
は
簡
易
ト

イ
レ
や
防
寒
シ
ー
ト
、
保
存
水
等

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

竣
工
式
で
中
井
町
長
は
、「
津

波
避
難
タ
ワ
ー
が
で
き
た
か
ら
安

心
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
ワ
ー
の

完
成
を
き
っ
か
け
に
そ
れ
ぞ
れ
の

町
内
２
カ
所
で
津
波
避
難
タ
ワ
ー
竣
工
式

家
庭
で
の
防
災
対
策
を
改
め
て
考

え
て
欲
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

竣
工
式
の
後
に
は
、
見
学
会
も

行
わ
れ
多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
平
成
31
年
度
ま
で
に
今

回
完
成
し
た
２
基
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
含
め
、
６
基
の
タ
ワ
ー
の

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大淀浜田八木戸

築40年のLDKリフォーム

after

☆新築からリフォームまで建築のことなら何でもお問い合わせ下さい☆

（有料広告）

　

２
月
13
日
、
産
学
官
連
携
日
本

酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
そ
の

進
捗
と
今
後
の
取
り
組
み
を
説
明

す
る
た
め
、
明
和
町
と
皇
學
館
大

学
の
関
係
者
が
知
事
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
方

創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
明
和

町
、
皇
學
館
大
学
、
松
幸
農
産
、

旭
酒
造
、
伊
勢
萬
が
連
携
し
て
日

本
酒
造
り
を
行
い
新
た
な
特
産
品

と
し
て
売
り
出
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
鈴
木
知
事
に
田
植

え
や
稲
刈
り
、
酒
の
仕
込
み
、
２

月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
行
っ

た
フ
ラ
ン
ス
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
等
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
報
告
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
井
町
長
は
「
田
植
え
か
ら
日

本
酒
の
仕
込
み
ま
で
、
全
て
を
明

和
町
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
明
和
町
の
活
性
化
に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。
フ
ラ
ン

ス
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト

の
影
響
か
日
本
酒
が
外
国
に
も
認

知
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
世
界
へ

売
り
出
す
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ

た
。
知
事
の
力
を
借
り
て
世
界
に

日
本
酒
づ
く
り
の
進
捗
を
知
事
に
報
告

【
産
学
官
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

も
発
信
し
て
い
き
た
い
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
鈴
木
知
事
は

「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
後
、
県
内

産
日
本
酒
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の

追
い
風
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
、

明
和
町
は
斎
宮
の
復
元
建
物
が
完

成
し
た
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
と
絡
め

て
Ｐ
Ｒ
を
推
し
進
め
て
も
ら
い
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。
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まちの話題
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

会
の
Ｕ
12
女
子
の
部
で
優
勝
し
た

こ
と
か
ら
、
２
月
16
日
か
ら
福
岡

県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

出
場
の
報
告
を
受
け
て
中
井
町

長
は
「
普
段
の
練
習
の
成
果
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
テ
ニ
ス
で
全
国
大

会
に
出
場
を
決
め
た
松
田
麻
央
さ

ん
（
上
御
糸
小
５
年
）
が
役
場
を

訪
れ
、
中
井
町
長
か
ら
激
励
を
受

け
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
昨
年
９
月
に
愛
知

県
で
行
わ
れ
た
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン　

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ

ン
ト　

Ｕ
12
・
Ｕ
14
東
海
地
区
大

全
国
大
会
激
励

　

中
央
公
民
館
で
１
月
７
日
に
行

わ
れ
た
鳥
羽
一
郎
・
山
川
豊　

新

春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
２

月
13
日
に
前
野
在
住
の
北
前
好
和

さ
ん
、
淑
子
さ
ん
ご
夫
妻
に
中
井

町
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
北
前
ご

夫
妻
と
鳥
羽
一
郎
さ
ん
か
ら
、
町

内
の
高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
り
外

出
の
機
会
が
少
な
い
人
に
歌
を
通

じ
て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と

の
申
し
出
が
き
っ
か
け
で
、
明
和

町
と
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
た
も
の
で
す
。

感
謝
状
を
贈
呈

　

当
日
は
お
よ
そ
６
５
０
人
が
参

加
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
募
金
箱

に
は
約
３
万
５
千
円
の
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
、
明
和
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
第
１
回
明
和
町
議
会

臨
時
会
が
２
月
９
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
承
認
】　

専
決
処
分
し
た
事
件
の

承
認
に
つ
い
て
（
平
成
28
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

【
議
案
】　

平
成
28
年
度
い
つ
き
の

み
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
明

和
町
観
光
案
内
所
備
品
購
入
請
負

契
約 平

成
29
年 

第
１
回

明
和
町
議
会
臨
時
会

４
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

　

４
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日
曜（
窓

口
）開
庁
で
は
、住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行
を
は
じ
め
、

各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時　

４
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ U

RL  http://w
w

w
.tow

n.m
eiw

a.
m

ie.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

　

４
月
16
日
・
５
月
14
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換

を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
４
月
と
５

月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
４
月
16
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
４

月
10
日
（
月
）、
②
５
月
14
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期

限
＝
５
月
８
日
（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対

象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で

構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企

画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日

を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
29
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
６
日
か
ら
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会

計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
と

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
の
補
正

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
７
７
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
88
億
９
６
９
０
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
議
会
費
＝
１
３
３
万
１
千
円
減

額　

議
員
報
酬
等
の
減
額
な
ど

▽
総
務
費
＝
１
億
１
８
４
万
６
千

円
減
額　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
土

地
購
入
費
減
額
な
ど

▽
民
生
費
＝
７
９
４
０
万
５
千
円

減
額　

施
設
型
給
付
費
減
額
な

ど　
▽
衛
生
費
＝
１
８
１
４
万
８
千
円

減
額　

松
阪
地
区
広
域
衛
生
組

合
負
担
金
減
額
な
ど

▽
農
林
水
産
業
費
＝
３
９
４
７
万

　

１
千
円
減
額　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

事
業
負
担
金
減
額
な
ど

▽
土
木
費
＝
７
６
０
２
万
１
千
円

減
額　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
減
額
な
ど

▽
消
防
費
＝
１
２
６
２
万
８
千
円

増
額　

松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
負
担
金
増
額
な
ど

▽
教
育
費
＝
６
４
１
万
６
千
円
減

額　

中
学
校
教
育
振
興
費
扶
助

費
減
額
な
ど

▽
公
債
費
＝
１
０
３
２
万
８
千
円

減
額　

償
還
金
利
子
減
額
な
ど

▽
諸
支
出
金
＝
８
２
６
３
万
８
千

円
増
額　

一
般
財
政
調
整
基
金

積
立
金
増
額
な
ど

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
歳
入
補
正
予
算
の
内
容
は
、
地

方
譲
与
税
５
０
０
万
円
減
額
、
利

子
割
交
付
金
５
０
０
万
円
減
額
、

配
当
割
交
付
金
３
０
０
万
円
減

額
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

３
０
０
万
円
減
額
、
地
方
消
費
税

交
付
金
６
０
０
０
万
円
減
額
、
ゴ

ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
１
０
０
万

円
減
額
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
１
０
０
０
万
円
減
額
、
地
方

特
例
交
付
金
40
万
円
減
額
、
地

方
交
付
税
４
０
０
０
万
円
減
額
、

分
担
金
及
び
負
担
金
57
万
５
千

円
減
額
、
使
用
料
及
び
手
数
料

３
０
０
０
万
円
減
額
、
国
庫
支
出

金
５
９
９
０
万
３
千
円
減
額
、
県

支
出
金
65
万
６
千
円
増
額
、
繰
入

金
３
１
６
６
万
６
千
円
増
額
、
繰

越
金
１
１
５
万
６
千
円
増
額
、
町

債
５
３
３
０
万
円
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特
別
会
計
の
補
正

　

平
成
28
年
度
各
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
の
歳
入
・
歳
出
補
正

予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

１
７
０
万
円
減
額
（
総
額
12
億

　

１
５
３
０
万
円
）
測
量
基
準
点

等
委
託
料
減
額
な
ど

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝
６

　

６
３
５
万
円
減
額
（
総
額
30
億

　

３
７
２
９
万
円
）
保
険
財
政
共

同
安
定
化
事
業
拠
出
金
減
額
な

ど
▽
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

＝
４
０
０
万
円
減
額
（
総
額
17

　

億
８
２
０
０
万
円
）
工
事
請
負

費
減
額
な
ど

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
＝

２
０
７
９
万
９
千
円
減
額
（
総

額
６
億
５
５
６
０
万
円
）
宮
川

流
域
下
水
道
負
担
金
減
額
な
ど

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
＝
３
７
３

　

０
万
円
減
額
（
総
額
22
億
８
１

　

５
０
万
円
）
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
減
額
な
ど

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
＝

１
３
９
１
万
２
千
円
増
額
（
総

額
４
億
６
０
８
４
万
円
）
一
般

会
計
繰
出
金
増
額
な
ど

▽
水
道
事
業
会
計
＝
収
益
的
支
出

１
０
５
万
４
千
円
増
額
（
総
額

４
億
３
６
９
２
万
３
千
円
）
貸

倒
引
当
金
繰
入
額
増
額
な
ど
、

資
本
的
支
出
３
１
５
９
万
１
千

円
減
額
（
総
額
２
億
９
８
８
０

　

万
円
）
工
事
請
負
費
減
額
な
ど

そ
の
ほ
か
の
議
案
等

　

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
発
議
】

▽
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（W

i-
Fi

）
環
境
の
整
備
促
進
を
求
め

る
意
見
書

▽
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制

度
に
更
新
制
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書

▽
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
運
用
で

き
る
「
民
泊
」
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書

▽
海
洋
ご
み
の
処
理
推
進
を
求
め

る
意
見
書

【
諮
問
】

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
（
２
件
）

【
議
案
】

▽
伊
勢
市
と
明
和
町
と
の
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
の
変
更
に
つ
い

て
▽
明
和
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▽
明
和
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▽
明
和
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認

定
に
つ
い
て

▽
明
和
町
公
共
下
水
道
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▽
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の

給
料
及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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国
は
、
経
済
の
再
生
を
最
優
先

課
題
と
位
置
付
け
、
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
新
・

三
本
の
矢
」
と
「
地
方
創
生
」
に

よ
り
６
０
０
兆
円
経
済
へ
の
道

筋
を
つ
け
、「
成
長
と
分
配
の
好

循
環
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

「
２
０
２
０
年
度
の
財
政
健
全
化

目
標
を
達
成
す
る
」
と
の
方
針
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
経
済
の
波
及
効

果
が
企
業
・
事
業
所
等
に
好
影
響

を
与
え
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ

り
、
特
に
小
規
模
事
業
所
が
多
い

当
町
に
あ
っ
て
は
、
各
事
業
所
が

事
業
運
営
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
対

策
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昨
年
は
、
熊
本
県
熊
本
地

方
で
最
大
震
度
７
を
観
測
す
る
地

震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
や
が
て
１
年
が

経
過
す
る
今
も
な
お
、
引
き
続
き

生
活
の
再
建
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
日
本
列
島
に

台
風
が
次
々
と
上
陸
し
、
特
に
北

海
道
や
東
北
地
方
の
広
い
範
囲
に

浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
の
「
災
害
弱
者
」
を

ど
う
守
る
か
と
い
う
重
い
課
題
を

突
き
付
け
ら
れ
、
あ
ら
た
め
て
自

然
の
脅
威
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
自
然
災
害
の
教
訓
を
町
づ
く

り
に
活
か
し
、
災
害
に
強
い
明
和

町
を
作
り
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が

我
々
の
使
命
で
あ
る
と
受
け
止

め
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
対
す

る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
な

ど
、
防
災
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当

町
で
は
、
公
共
施
設
の
経
年
劣
化

が
進
み
、
長
寿
命
化
対
策
や
更
新

を
行
う
た
め
に
必
要
な
投
資
や
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
経
費
が
増
大
す
る
な

ど
、
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
町

民
の
生
活
、
福
祉
の
向
上
、
子
ど

も
子
育
て
、
教
育
の
充
実
な
ど
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
策
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
重

点
化
す
べ
き
政
策
分
野
を
次
の
５

項
目
に
沿
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 

⑴
防
災
対
策

　

防
災
対
策
は
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
消
防
防
災
対

策
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
大
規
模
地
震
に
よ

る
大
津
波
に
備
え
て
、
平
成
27
年

度
か
ら
５
か
年
計
画
で
、
大
淀
地

区
と
下
御
糸
地
区
の
海
岸
部
の
６

か
所
に
逃
げ
遅
れ
対
策
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
整
備
を
計
画
、
そ
の

計
画
に
基
づ
き
平
成
28
年
度
に
は

大
淀
地
区
と
浜
田
・
八
木
戸
地
区

に
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
建
設
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
残
り
４
基

の
建
設
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
・
災
害
対
策
本
部

と
な
る
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
行
う

と
と
も
に
、
災
害
時
対
応
の
代
替

機
能
の
確
保
を
合
わ
せ
て
行
い
、

災
害
対
応
の
強
化
を
図
る
こ
と
と

し
ま
す
。
一
方
で
、
個
人
を
対
象

と
し
た
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
去
改
修
に
係

る
補
助
金
を
、
引
き
続
き
交
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
自
主
防
災
活

動
の
組
織
化
と
支
援
対
策
を
推
進

し
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

に
資
し
て
い
き
ま
す
。

 

⑵
教
育
環
境
の
整
備

　

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
議
会

に
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
「
公
共

施
設
等
建
設
特
別
委
員
会
」
に

お
い
て
、
明

和
中
学
校
の

建
設
に
向
け

た
協
議
を
重

ね
て
い
た
だ

き
、
基
本
設

計
業
務
の
委

託
業
者
を
選

定
で
き
る
運

び
と
な
り
ま

し
た
。
今
年

度
は
、
実
施

設
計
業
務
を

平
成
29
年
度
の
主
要
施
策
と
予
算
の
概
要

　

３
月
６
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
平
成
29
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
29
年
度

予
算
関
係
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
82
億
４
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
４
・
９
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
７
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
は
72
億
４
７
０
万
円
で
、
全
体
で
前
年
度
比
1
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
事
業
会
計（
企
業
会
計
）は
７
億
１
９
１
０
万
円
で
、
前
年
度
比
２
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
６
１
億
６
９
８
０
万
円
で
、
前
年
度
比

１
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
各
会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
９
〜
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
長
提
案
説
明

（
抜
粋
）
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委
託
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
淀
小
学
校
と
下
御
糸

小
学
校
は
、
な
り
ひ
ら
保
育
所
、

双
葉
幼
稚
園
と
と
も
に
津
波
浸
水

区
域
の
中
に
位
置
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
防
災
上
の
問
題
や
少
子
化

対
策
を
含
め
、
町
全
体
の
将
来
の

学
校
規
模
や
学
校
区
の
再
編
成
な

ど
に
つ
い
て
、
整
備
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
々
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
具
体
的
な
考

え
方
を
示
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
就
学
前

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
・
保
育
の

あ
り
方
や
、「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
」
対
策
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
働
き
方
等
も
視
野
に
入
れ
、

そ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
認
定
こ
ど
も
園
の
「
み
ょ
う

じ
ょ
う
こ
ど
も
園
」
を
中
心
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
は
、

２
０
２
１
年
（
平
成
33
年
）
に
三

重
県
で
行
わ
れ
る
国
民
体
育
大
会

の
「
成
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
の
開
催
に
向
け
て
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
会
場
の
整
備
や

運
営
体
制
の
確
立
に
向
け
た
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

⑶
町
の
活
性
化
・
産
業
振
興

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
後
継

者
不
足
の
対
策
と
し
て
新
規
青
年

就
農
者
の
支
援
を
強
化
す
る
な

ど
、
担
い
手
の
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
業
基
盤

の
整
備
で
は
、
省
力
化
や
水
資
源

の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
事
業

を
推
進
し
、
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ

た
め
、
耕
作
放
棄
地
対
策
も
農
業

委
員
会
と
連
携
し
、
対
策
を
講
じ

ま
す
。

　

一
方
、
圃
場
整
備
後
の
排
水
路

等
農
業
基
盤
の
経
年
劣
化
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
維

持
補
修
等
に
対
す
る
対
応
も
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
下
御
糸
・
大
淀
漁
港

の
機
能
保
全
の
取
り
組
み
も
早
急

な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
・
漁
業
に
お
い
て
も
、

新
た
な
６
次
産
業
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
振
興
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
活
性
化
の
中
心
と
な

り
つ
つ
あ
る
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た

「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ　

斎

宮
」
の
史
跡
斎
宮
跡
等
の
情
報
発

信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
利
活
用

の
方
策
を
よ
り
具
体
化
し
、
観
光

振
興
に
よ
る
町
全
域
の
活
性
化
を

目
指
し
た
施
策
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
明
和
町
総
合
戦
略
に
基

づ
き
地
方
創
生
交
付
金
事
業
を
推

進
し
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取

り
役
に
な
る
（
仮
称
）
明
和
町
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
の
設
立
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

 

⑷
福
祉
・
生
活
環
境
施
策

　

福
祉
施
策
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
」
対
策
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

２
０
２
５
年
超
高
齢
化
社
会
へ
向

け
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
施
策

を
連
携
さ
せ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
体
制
」
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
の
自
動
車
運
転

事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

状
況
か
ら
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
方
及
び
75
歳
以
上
の
方

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

町
民
バ
ス
の
利
用
料
の
無
料
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
事
業
に
よ
り

特
色
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

魅
力
的
な
明
和
型
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
事
業
に
取
り
組
み
、
町

民
の
健
康
の
増
進
、
医
療
費
の
削

減
と
新
産
業
の
創
出
を
目
指
し
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、「
障
が

い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
と
し
て
、
各
種
施
策
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の

生
活
の
拠
点
と
な
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
生
活
に
直
結
し
た
課
題

で
あ
る
「
宮
川
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
」
や
「
狭
あ
い
道
路
事

業
」、「
基
幹
道
路
の
整
備
」
な
ど

も
、引
き
続
き
事
業
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
道
路
舗
装
、
生
活
排
水
等

の
町
単
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
要
望
を
改
め
て
聴
取
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
地
等
精
査
の
上
、

環
境
整
備
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

 

⑸
行
財
政
改
革

　

行
財
政
改
革
に
も
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
に

お
い
て
も
依
然
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
中
で
、
町
は
今
後
、
公
共

施
設
等
の
建
設
な
ど
の
大
き
な
事

業
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

主
財
源
の
確
保
や
事
業
の
効
率
化
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２
億
８
９
６
９
万
円
で
、
町
税
や

繰
出
金
の
精
査
に
よ
り
前
年
度
比

25
．
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策

に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
及
び
中
学
校

建
設
に
係
る
実
施
設
計
分
の
増
に

よ
り
、
前
年
度
比
31
．
１
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
歳
入
の
不
足
分
に
係

る
前
年
度
繰
越
金
は
２
億
３
０
０

０
万
円
を
計
上
し
、前
年
度
比
８
．

０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
一
般
会
計
予
算
の
概
要

で
す
。

　

次
に
、
７
つ
の
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
総
額
は
72
億
４
７
０
万
円

で
、
前
年
度
比
１
．
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
事
業
進
捗
に
伴
う
伸
び

が
あ
る
こ
と
や
、
介
護
保
険
特
別

会
計
に
お
い
て
は
、
施
設
介
護
等

で
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
大
幅
な

伸
び
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
特
別
会
計
で
は
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
で
の
法
定
外
繰

入
金
の
皆
減
な
ど
、
概
ね
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
微
減
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
の
上
水
道
事

業
は
７
億
１
９
１
０
万
円
で
、
前

年
度
比
２
．
９
％
の
減
と
な
り
ま

に
努
め
、
行
財
政
基
盤
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
効
率
性
に
優
れ
た
行

政
運
営
と
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す

い
行
政
を
目
指
し
て
、
町
広
報
紙

や
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
の
情
報
発

信
を
強
化
し
、
町
民
の
皆
様
の
声

を
的
確
に
町
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
を
活
用

し
た
申
請
や
届
出
等
の
電
子
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
各
種

情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
行
い
ま

す
。

 

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要

　

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要
は
、

一
般
会
計
で
82
億
４
６
０
０
万

円
、
前
年
度
比
４
．
９
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ

せ
た
義
務
的
経
費
が
35
億
３
４
７

３
万
８
千
円
で
、
人
件
費
で
は
、

４
名
が
定
年
退
職
し
新
年
度
は
若

年
層
が
増
え
る
こ
と
か
ら
前
年
度

比
１
．
２
％
の
減
、
扶
助
費
で

は
、
障
が
い
者
や
各
事
業
に
係
る

児
童
・
生
徒
な
ど
の
給
付
費
等
の

増
加
に
よ
り
10
．
８
％
の
増
、
公

債
費
は
、
高
利
率
時
に
借
り
た
民

生
債
や
教
育
債
の
償
還
が
終
わ
り

０
．
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
各
種
事
業

に
係
る
委
託
料
や
使
用
料
及
び
賃

借
料
、
臨
時
職
員
賃
金
等
を
各
科

目
で
計
上
し
た
と
こ
ろ
13
億
８
１

８
０
万
８
千
円
で
、前
年
度
比
２
．

０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

維
持
補
修
費
は
、
庁
舎
及
び
各

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
４
５
３
４

万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

前
年
度
比
０
．
２
％
の
微
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
12
億
７
９
４

万
３
千
円
で
前
年
度
比
56
．
０
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
と
下

御
糸
漁
港
に
係
る
水
産
物
供
給
基

盤
機
能
保
全
事
業
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

補
助
費
等
で
は
、
広
域
消
防
組

合
負
担
金
の
減
や
水
田
集
積
事
業

助
成
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り

10
．
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
出
金
は
、
12
億
２
１
０
５
万

４
千
円
で
前
年
度
比
５
．
４
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法
定

外
繰
出
金
の
減
と
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
及
び
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
歳
入
の
精
査
に

よ
る
減
が
主
な
要
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
す
る
歳
入
は
、
町

民
税
で
前
年
度
比
０
．１
％
の
増
、

軽
自
動
車
税
は
15
．２
％
の
増
で
、

町
税
全
体
で
は
23
億
７
５
４
４
万

４
千
円
を
見
込
み
、前
年
度
比
０
．

１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方

財
政
対
策
及
び
前
年
度
実
績
か

ら
前
年
度
比
２
．
６
％
の
減
で
、

18
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
11
億
９
８
１

１
万
３
千
円
で
前
年
度
比
29
．
７

％
の
増
、
県
支
出
金
は
６
億
７
４

１
万
１
千
円
で
前
年
度
比
15
．

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
扶
助
費
に
関
連
し
た
も
の
で

す
。

　

寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の

見
込
額
の
増
加
に
よ
り
１
億
１
０

０
万
１
千
円
を
計
上
し
、
前
年
度

比
１
０
０
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

繰
入
金
は
、
斎
宮
跡
保
存
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と
し
て
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
伴
う

投
資
的
事
業
へ
の
一
般
財
源
分

に
、
例
年
同
様
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
を
充
て
ま
し
た
。
ま
た
、

他
の
基
金
の
充
当
が
可
能
な
事
業

に
つ
い
て
も
、
各
基
金
か
ら
の
充

当
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、
財
政
調
整
基

金
を
含
め
た
繰
入
金
の
計
上
額
は

し
た
。
こ
れ
は
、
資
本
的
支
出
に

お
い
て
道
路
及
び
農
業
関
連
工
事

な
ど
の
配
水
管
移
設
工
事
費
の
見

込
み
が
減
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
平
成
29
年
度
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

の
９
つ
の
会
計
の
総
予
算
額
は

１
６
１
億
６
９
８
０
万
円
で
、
前

年
度
比
１
．
５
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

特集 平成29年度予算
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）
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議会費  
84,085千円  1.0%

 総務費
1,507,148千円
　18.3%

民生費
2,885,314千円
　35.0%

衛生費  
564,027千円  6.9%

労働費  98千円  
0.0%

農林水産業費
419,732千円  
5.1%

予備費　10,000千円  0.1％

公債費　
792,634千円
 9.6%

 教育費
948,751千円
　     11.5%

商工費
48,735千円 
 0.6%

消防費
307,298千円
  3.7%

土木費
678,178千円  
 8.2%

内  訳
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

8,000千円
8,000千円
5,000千円
6,000千円

32,000千円
17,000千円
3,000千円

※分担金及び負担金
※使用料及び手数料
※財産収入
※寄附金
※繰入金
※繰越金
※諸収入

922千円
154,082千円

7,191千円
101,001千円
289,690千円
230,000千円
60,446千円

地方消費税交付金
390,000千円  4.7%

※町税
2,375,444千円
　28.8%

地方交付税
1,850,000千円
　22.4%

その他  922,332千円  11.2%

国庫支出金
1,198,113千円  14.5%

町債
787,700千円  9.6%

県支出金
607,411千円  7.4%

地方譲与税
115,000千円  1.4%

※印は自主財源

※自主財源＝3,218,776千円  39.03％
　依存財源＝5,027,224千円  60.97％

義
務
的
経
費

予 算 額 

1,531,828

　1,210,276

　792,634

 3,534,738

　812,489

　　 395,454

　1,207,943

　1,381,808

    845,116

1,221,054

55,341

8,246,000

そ
の
他
経
費

投
資
的
経
費

特

別

会

計

  予 算 額 

 8,246,000

   458,200

 3,100,000

    11,800

   200,700

   691,700

  2,299,700

   442,600

   719,100

16,169,800

対前年度比

4.9％増

  34.4％減

  0.1％減

27.6％減

9.2％増

3.2％増

  4.1％増

  0.9％減

2.9％減

  1.5%増

　内　　　容

　　人　件　費

　　扶　助　費

　　公　債　費

　　　　小　計

　　補 助 事 業

　　単 独 事 業

　　　　小　計

　　物　件　費

　　補 助 費 等

　　繰　出　金

　　そ　の　他

合　　　　　計　　

構 成 比         

18.6％

   14.7％

　9.6％

　42.9％

　9.9％

　4.8％

　14.7％

　16.8％

　10.2％

　14.8%

     0.6％

 100.0％

■一般会計歳出予算の性質別経費 (単位：千円)

　　  会　計　別

一　   般　   会　   計

　　斎宮跡保存事業

　　国 民 健 康 保 険

　　住宅新築資金貸付事業

　　農業集落排水事業

　　公共下水道事業

　　介　護　保　険

　　後期高齢者医療

水  道  事  業  会  計

総　　　　　　　  計

■各会計の歳入・歳出予算額 (単位：千円)

27 2826 29平成25
0

60

65

70

75

■一般会計歳出予算額(当初)の推移

82
億
4
6
０
０
万
円

78
億
6
0
０
０
万
円

79
億
９
４
０
０
万
円73

億
4
5
０
０
万
円

76
億
4
5
０
０
万
円

80

一般会計歳入予算 82億4,600万円の内訳一般会計歳出予算 82億4,600万円の内訳

【用語の解説】
■自主財源と依存財源　自主財源とは、町税や使用料・手数料、寄
附金など町が自主的に収入する財源です。依存財源とは、国や県の
意思決定に基づき収入されるものなどで、主なものは地方交付税や
国庫支出金、地方債などです。
■義務的経費と投資的経費　義務的経費とは、任意で削減できない
経費（人件費、扶助費、公債費）です。投資的経費とは、施設整備
や道路建設など、支出が社会資本の形成に向けられるものです。

　一般会計を中心に平成 29 年度予算のあらましをお知らせします。予算の詳細内容については、総務課（☎
52・7111）へお問い合わせください。なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によって合計と一致しない場
合があります。

平成29年度
一般会計予算 82億4,600万円のまちづくり各会計の合計は161億6,980万円

特集 平成29年度予算
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）
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特集 平成29年度予算
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

  平成 29 年度一般会計　主要事業の概要 ※は新規事業
単位：千円

「総務費」 …………………………………………………………………………………
※耐震診断調査業務委託料（財産管理費） 3,000
※固定資産台帳データ更新業務委託料（財産管理費） 3,289
　ふるさと寄附 ( 納税 ) 謝礼（企画費） 62,779
　交通安全推進事業 交通安全教室（交通安全対策費） 330
　津波対策緊急整備事業（災害対策費） 571,460
　防犯設備整備事業 施設等修繕（防犯対策費） 4,000
　自主運行バス事業（地域振興費） 43,268
　地域資源開発展開事業（地方創生推進交付金事業費） 27,975
　ヘルスツーリズム事業（地方創生推進交付金事業費） 19,983
　健康アップ推進事業（地方創生推進交付金事業費） 9,780
　健康づくりのまち構築事業（地方創生推進交付金事業費） 8,600

「民生費」 …………………………………………………………………………………
　福祉医療費助成事業（社会福祉総務費） 160,326
　障がい者自立支援福祉サービス給付事業（障がい者福祉費） 417,283
　放課後児童クラブ運営委託（子ども支援対策費） 22,763

「衛生費」 …………………………………………………………………………………
※環境基本計画策定業務（環境衛生費） 4,500
　各種がん健診事業（成人保健対策推進費） 30,000
　合併処理浄化槽設置整備事業補助（下水処理費） 28,831

「農林水産業費」 …………………………………………………………………………
※水田病害虫防除対策支援事業（農業振興費） 1,050
　多面的機能支払交付金（農地費） 39,871

「商工費」 …………………………………………………………………………………
※商工業者事業資金利子及び保証料補給事業（商工業振興費） 1,000
　観光振興事業（観光費） 22,002

「土木費」 …………………………………………………………………………………
　幹線・一般道路維持補修工事（道路橋梁維持費） 18,000
　社会資本整備総合交付金事業（道路新設改良費） 191,800
　狭あい道路整備等促進事業（道路新設改良費） 11,798

「消防費」 …………………………………………………………………………………
　機械器具整備事業（消防施設費） 7,592

「教育費」 …………………………………………………………………………………
※教師用パソコン更新（学校管理費・小学校） 7,245
※中学校建設実施設計等業務委託（学校管理費・中学校） 96,000
※中学校建設予定地地質調査（学校管理費・中学校） 9,000
　2021 年 第 76 回国民体育大会準備等委託料 3,000

10



繰入金  162,638千円
  35.5％

町債  93,900千円
 20.5％

【斎宮跡保存事業特別会計】

県支出金
33,555千円  7.3％

繰越金  10千円  0.0%
諸収入  11千円  0.0%
寄附金    1千円  0.0%

歳出 458,200千円

国庫支出金
168,085千円  
36.7％

総務費  401,483千円  87.6%
　　　　 土地公有化事業  
　　　　45,735千円
　　　　歴史的風致維持向上
　　　　計画推進費  206,556千円
　　　　体験学習施設等管理費
　　　　　　　　　　  46,982千円
　　　　　　　　　　　　　ほか

公債費
56,717千円
  12.4％

歳入 458,200千円

前期高齢者納付金等
280千円  0.0%
老人保健拠出金
21千円  0.0%

介護納付金
120,965千円  3.9%  

【国民健康保険特別会計】

共同事業拠出金
671,891千円  21.7%

公債費
6,100千円  0.2%

歳出 3,100,000千円

国民健康保険税
588,980千円  19.0％

　保険給付費
1,940,547千円
　62.6％後期高齢者支援金等

311,895千円  10.0%

国庫支出金
629,045千円
  20.3％

療養給付費交付金
26,234千円  0.8%前期高齢者交付金

863,138千円  27.8％

県支出金
141,178千円
  4.6％

共同事業交付金
671,887千円
  21.7％

財産収入  1千円  0.0%
繰入金  144,277千円
  4.6％

繰越金  30,229千円  1.0％
諸収入  5,027千円  0.2%

諸支出金  7,697千円  0.1% 
予備費     5,000千円  0.2%

歳入 3,100,000千円

一部負担金
  2千円  0.0％
    使用料及び手数料
      2千円  0.0％

　

保健事業費  33,499千円  1.1% 

諸収入  2千円
  0.0%

歳出 11,800千円 住宅新築
資金等貸
付事業費
595千円
  5.0%

県支出金
270千円  2.3%

貸付金等償還収入
10,442千円  88.5%

繰越金
1,086千円  9.2%公債費  11,205千円

         95.0%

歳入 11,800千円
【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
】

平成 29 年度特別会計と水道事業会計（企業会
計）予算のあらましは、各グラフと表のとおり
です。各会計予算の詳細内容については、総務
課（☎ 52・7111）へお問い合わせください。
なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によ
って合計と一致しない場合があります。

平成29年度 特別会計・水道事業会計予算

特集 平成29年度予算
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）
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【農業集落排水事業特別会計】

歳出 200,700千円

分担金及び負担金
210千円  0.1%

諸支出金
1,001千円
  0.5%

使用料及び手数料
39,915千円  19.9%

繰入金  144,305千円  71.7%

事業費
89,514千円
  44.6%
　維持管理費
　 68,169千円  ほか

歳入 200,700千円

県支出金
1,000千円  0.5%

公債費
110,185千円
  54.9%

財産収入  　1千円  0.0%
繰越金  8,000千円  4.0%
諸収入  7,602千円  3.8%

公債費
134,166千円
  19.4%

歳出 691,700千円

分担金及び負担金
27,810千円  4.0%

国庫支出金
183,800千円
  26.6%

町債 
298,200千円
  43.1%

繰入金  
121,393千円  17.5%

繰越金  
8,000千円  1.2%
諸収入    
5,002千円  0.7%

 事業費  
 557,534千円  80.6%
　施設建設事業費  
　  443,306千円  ほか

歳入 691,700千円

使用料及び手数料
47,495千円
  6.9%

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

【介護保険特別会計】

公債費     100千円  0.0%
諸支出金  402千円  0.0%
予備費   1,000千円  0.1%  

歳出 2,299,700千円

保険料  492,622千円
  21.4%

国庫支出金  
527,176千円
  22.9%

支払基金交付金  
620,188千円  27.0%

総務費
46,000千円
  2.0%

県支出金  
327,092千円
  14.2%
財産収入  
1千円  0.0%

   保険給付費
2,194,800千円
      95.4%

繰入金  
332,141千円
  14.5%

繰越金  375千円  0.0%
諸収入  105千円  0.0%

地域支援事業費  
57,398千円  2.5%

歳入 2,299,700千円

後期高齢者医療
広域連合納付金
431,051千円

97.4%  

公債費         1千円  0.0％
諸支出金  202千円  0.1％
予備費   1,000千円  0.2％

総務費
10,346千円  2.3%

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

後期高齢者医療保険料
154,292千円
  34.8%

繰入金
287,105千円
    64.9%

繰越金  1,198千円  0.3%
諸収入         4千円  0.0%

歳入 442,600千円

使用料及び手数料
1千円  0.0%

歳出 442,600千円

■水道事業会計(企業会計)予算
　区　　分
収益的収入
水道事業収益
　営業収益
　営業外収益
　特別利益
収益的支出
水道事業費用
　営業費用
　営業外費用
　特別損失
　予備費

予  算  額

442,700千円
358,467千円
84,232千円

1千円

428,800千円
363,717千円
63,583千円

500千円
1,000千円

資本的収入
資本的収入
　出資金
　工事負担金
　雑収入
資本的支出
資本的支出
　建設改良費
　企業債償還金

93,700千円
46,529千円
47,170千円

1千円

290,300千円
134,826千円
155,474千円

　区　　　分 予  算  額

特集 平成29年度予算
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）
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く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営

業
者
、
農
林
漁
業
者
、
会

社
を
離
職
し
た
人
な
ど
と

そ
の
配
偶
者

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
（
会
社
員
・

公
務
員
な
ど
）

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２

号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

　

大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

【
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど
】

国
民
年
金　
　
　
　

 

手
続
き
が
必
要
で
す

国民年金の
お 知 ら せ

な
っ
た
場
合
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険

者
該
当
）
届
」
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
明
和
町
役
場
長
寿
健
康
課

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
松
阪

市
宮
町
17
︱
３
）
で
所
定
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
者

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

◇　
　
　
　
　

◇

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
印

鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
が

わ
か
る
も
の
（
離
職
票
や
辞
令
な

ど
資
格
喪
失
日
を
証
明
す
る
も

の
）
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

種
別
変
更
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
明
和
町
役
場
長
寿

健
康
課
（
☎
52
・
７
１
１
６
）、

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
☎

０
５
９
８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者

種
別
変
更

【
平
成
29
年
度
保
険
料
月
額
１
万
６
４
９
０
円
】

　

保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、猶
予
制
度

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
・
諸
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
29
年
４
月
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
現
行
の
月
額
１
万

６
２
６
０
円
か
ら
２
３
０
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
６
４
９
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
・
一
部
納
付
】

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
「
全
額
免

除
」ま
た
は「
４
分
の
１
」「
半
額
」

「
４
分
の
３
」
の
一
部
納
付
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
。

　

ま
た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
そ

の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
納
付
猶
予
】

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

　

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
】

　

学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

　

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

免
除
な
ど
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納

　

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◇　
　
　
　
　

◇

※
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
役
場
長
寿
健
康
課
（
☎
52
・

７
１
１
６
）、
ま
た
は
松
阪
年
金

事
務
所
（
☎
０
５
９
８
・
51
・

５
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

■ 最大震度別地震回数 
（平成 29 年 2 月 1 日〜 28 日）

震　度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 合計

全　国 85 44 13 2 1 0 0 0 0 145

明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の治安情勢
 （平成 29 年 1 月１日〜 31 日、概数）

手　口 件数（前月比） 手　口 件数（前月比）

空き巣ねらい ０（　０） オートバイ盗 　０（　０）

忍び込み ０（　０） 自転車盗 　０（　０）

部品ねらい ３（　３） その他 １４（１０）

車上ねらい ２（　２） 合　計 １９（１５）

■ 町内の交通事故発生状況
 （平成 29 年 2 月 22 日現在）

平成29年
1月（概数）

平成29年1月
からの累計

前年比
（累計）

人身事故件数 7 件 7 件 -6 件

負傷者数 10 人 10 人 -16 人

死者数 0 人 0 人 -2 人

三河川の水質　 採水日（平成 29 年 2 月 2 日）

河川名
項　目

PH BOD SS DO
祓　川（下御糸橋） 7.4 1.0 2.9 12.0
笹笛川（八木戸橋） 7.6 1.3 4.3 11.0
大堀川（大堀川橋） 6.8 3.3 6.5 12.0

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上
8.5以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※ PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、
7 前後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝水中の有
機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量
で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、SS（浮遊物質量＝水中に
浮遊している微細な固型物の量）、DO（溶存酸素量＝水中に溶
解している酸素量で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、
魚類が生存できなくなる）※ BOD・SS・DO の単位＝ mg/ℓ

（有料広告）

詳しくは、お問い合わせください

お子様の

近視 昼間は裸眼で快適な生活を
オルソケラトロジー治療

点眼治療
近視進行抑制

1日1回
寝る前に点眼

特殊レンズを
就寝時に
装用します

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等

の
手
当
額
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
次
の
よ

う
に
改
正
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
下
落
に
伴
い
改
正
さ
れ
る
も
の
で
、
手

当
額
に
つ
い
て
は
、
０
．
１
％
の
引
き
下
げ

と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育

さ
れ
て
い
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
等
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
対
象
の
児
童
を
養
育

さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

が
対
象
で
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
対
象
の
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
お
お
む
ね
、
身
体
障
害
者
手

帳
３
級
以
上
、
療
育
手
帳
Ｂ
区

分
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
児
童
を
養
育
さ
れ
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
手
当
額
が
平
成
29
年
４
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す

○
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る

20
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
物
質
的
・
精
神

的
な
負
担
の
軽
減
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る

20
歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
、
物
質
的
・
精

神
的
な
負
担
の
軽
減
、
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

平成28年度
（月額）

平成29年度
（月額）

児童扶養
手当

全部支給 42,330円 42,290円

一部支給 42,320円
～9,990円

42,280円
～9,980円

第2子
加算額

全部支給 10,000円 9,990円

一部支給 9,990円
～5,000円

9,980円
～5,000円

第3子以降
加算額

全部支給 6,000円 5,990円

一部支給 5,990円
～3,000円

5,980円
～3,000円

特別児童
扶養手当

1　級 51,500円 51,450円
2　級 34,300円 34,270円

特別障害者手当 26,830円 26,810円
障害児福祉手当 14,600円 14,580円

14



く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

近
年
、
交
通
事
故
件
数
が
減
少

す
る
中
、
高
齢
運
転
者
が
加
害
者

と
な
る
事
故
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全

対
策
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
と
運

転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
で

は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
、
75
歳

未
満
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

の
町
民
バ
ス
運
賃
を
無
料
に
し
ま

す
。

■
対
象
者

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
乗
車

時
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
提
示
で
き
る
方

４
月
１
日
か
ら
75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
75
歳
未
満
の

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
は
町
民
バ
ス
が
無
料
に

②
75
歳
未
満
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
者
で
、
乗
車
時
に
運
転

経
歴
証
明
書
を
提
示
で
き
る
方

■
実
施
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

※
運
転
経
歴
証
明
書
と
は
、
運
転

免
許
証
を
有
効
期
限
内
に
自
主
返

納
さ
れ
た
方
が
、
運
転
免
許
証
に

代
わ
る
本
人
確
認
書
類
と
し
て
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
９
・
２
２
９
・
１
２
１
２
）
で

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境

課
環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

明
和
町
で
は
、
今
年
度
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）」

の
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
手
続
き

の
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
制
度
の
趣
旨

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
負
担
に
配
慮
す
る

た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
給
付

措
置
と
し
て
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
（
経
済
対
策
分
）」
の
支
給
を

実
施
し
ま
す
。

※
ま
た
、
今
回
の
給
付
金
は
、
平

成
28
年
８
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経

済
対
策
」
の
一
環
と
し
て
、
社
会

全
体
の
所
得
と
消
費
の
底
上
げ
の

た
め
の
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
『
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
』
の
支
給
対
象
者
で
あ
る
方
。

【
対
象
者
の
条
件
】

　

平
成
28
年
度
分
市
区
町
村
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
。
た
だ
し
、
平
成
28
年
度
分

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）に
つ
い
て

の
市
区
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
（
税
法
上

の
）扶
養
に
入
っ
て
い
る
場
合
や
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
、
対
象

外
で
す
。
な
お
、
平
成
28
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
を
実
際
に
受
給
し

た
か
否
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
５
，
０
０
０
円

■
申
請
に
つ
い
て

①
申
請
時
期
…
明
和
町
で
給
付
金

の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
対
し
て
は
、
４
月
下

旬
に
、
所
定
の
申
請
用
紙
を
郵

送
で
（
税
務
課
と
福
祉
保
健
課

の
連
名
で
）
お
届
け
す
る
予
定

で
す
。
申
請
の
受
付
は
、
５
月

初
旬
か
ら
開
始
す
る
予
定
で

す
。
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
ず
内
容
を
確
認
の
上
、
所
定

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
先
…
平
成
28
年
１
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
住
民

登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

で
す
。

■
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

　

避
難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

給
付
金
の
申
請
手
続
き
に
関
し

て
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
し
、
住
民
票
を
異
動
さ
れ

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前

申
出
に
よ
り
、
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
町
村
で
は
な
く
、
避
難

先
で
あ
る
実
際
に
お
住
ま
い
の
市

町
村
で
支
給
の
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■『
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対

策
分
）』を
装
っ
た「
振
り
込
め

詐
欺
」や「
個
人
情
報
の
詐
取
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

給
付
金
に
関
し
て
、

①
町
役
場
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の

職
員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
な
ど

の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
給
付

金
支
給
の
た
め
の
手
数
料
の
振

込
な
ど
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

②
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行

口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報

を
照
会
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
、
町
役

場
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、

町
役
場
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

■
そ
の
他

　

今
回
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
中
の
所
得
の
状
況
に
応

じ
て
、
給
付
の
対
象
の
有
無
が
判

断
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

27
年
中
の
所
得
の
申
告
を
ま
だ
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
早

急
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
お
勤
め
先
へ
の
扶
養
親

族
の
報
告
や
、
確
定
申
告
で
の
扶

養
親
族
等
の
記
載
が
、
実
際
に
平

成
27
年
中
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人

数
の
と
お
り
さ
れ
て
い
な
い
と
、

対
象
者
の
判
定
が
適
正
に
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

明
和
町
で
は
明
和
中
学
校
建
設

工
事
の
基
本
設
計
を
発
注
す
る
に

あ
た
り
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
委
託
先
を
選
定
い
た
し
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
選
定
委
員
会
の
二
次
審
査
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
次
の
と
お
り
公
開
い
た

し
ま
す
。

明
和
中
学
校
建
設
工
事  

基
本
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定

委
員
会  

二
次
審
査  

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す

■
日
時　

平
成
29
年
４
月
８
日

（
土
）
午
前
11
時
～
（
午
前
10
時

30
分
受
付
開
始
）

■
場
所　

明
和
町
中
央
公
民
館

大
集
会
場

■
内
容　

一
次
審
査
を
通
過
し
た

５
社
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
１
社
あ
た
り
質
疑
、
準
備
等
を

含
め
一
時
間
程
度
を
予
定
）

　

松
阪
地
区
広
域
衛
生
組
合
で

は
、
し
尿
処
理
施
設
の
安
定
し
た

運
転
を
行
う
た
め
、
毎
年
４
月
・

５
月
の
大
型
連
休
期
間
に
主
要
基

幹
設
備
の
分
解
点
検
修
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
、

く
み
取
り
業
者
か
ら
の
し
尿
や
浄

化
槽
汚
泥
の
受
け
入
れ
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
連
休
前
後
の
く
み
取

り
の
ご
依
頼
は
、
事
前
に
㈱
明
和

ク
リ
ー
ン
（
☎
52
・
５
５
１
７
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
月
・
５
月
の
連
休
の

　

く
み
取
り
の
依
頼
は
お
早
め
に

　

浄
化
槽
の
適
正
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
排
水
管
の
つ
ま
り
等
を
防
止
の

た
め
、
ト
イ
レ
の
使
用
後
は
適

量
の
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

も
の
は
、
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
洗
剤
は
、
適
量
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

○
浄
化
槽
の
装
置
（
ブ
ロ
ワ
）
の

電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
上
下
水
道
課
（
☎
52

・
７
１
２
０
）
ま
で
。

　

三
重
県
で
は
、「
県
民
参
加
に

よ
る
不
正
大
麻
・
け
し
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
運
動
」
と
し
て
、
４
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
、
法
律
で
栽
培

や
所
持
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
大
麻

や
け
し
の
除
去
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。不
正
け
し
を
見
か
け
た
り
、

鑑
別
に
迷
っ
た
と
き
は
松
阪
保
健

所
衛
生
指
導
課
（
☎
０
５
９
８
・

50
・
０
５
２
９
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

不
正
け
し
の
特
徴

・
葉
の
色
は
ろ
う
質
を
帯
び
て
い

る
白
っ
ぽ
い
緑
色

・
葉
の
つ
け
根
が
茎
を
抱
き
込
ん

不
正
大
麻
・
け
し
に
つ
い
て

パパヴェル・ソムニフェルム種パパヴェル・セティゲルム種

４
月
の
町
税
・

保
険
料
納
期

　

４
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付

は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天

引
き
を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
＝
各
第
１
期
分
、
固
定
資

産
税
＝
第
１
期
分

■
納
期
限
＝
５
月
１
日
（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
４
月

27
日
（
木
）
に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

４
月
11
日
（
火
）、

４
月
25
日
（
火
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

４
月
２
日
・
９
日
・

16
日
・
23
日
・
30
日
（
各
日
曜

日
）、
各
各
日
と
も
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５

時
15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

◇　
　
　
　

 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
い
る

・
茎
や
葉
の
毛
が
少
な
い

交通事故無料相談会
の開設（4月・5月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター
派遣員による交通事故相談会（過失割合の判
例、示談の仕方・進め方、賠償請求と賠償額
の算定、その他相談等）を次の通り開催します。
皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時
4月12日（水）午後1時～3時　※1人1時間

【要予約】申込期限4月11日（火）午後5時まで
※土曜日・祝日・休日を除く。
5月10日（水）午後1時～3時　※1人1時間

【要予約】申込期限5月9日（火）午後5時まで
※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課　環境・住民協
働係（☎ 52・7117）へお問い合わせください。
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く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

今
年
度
か
ら
が
ん
検
診
等
を
受
診
す
る
の
に

受
診
券
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
受
診
券
送
付

対
象
と
な
る
方
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
過
去
３
年
間
で
町
の
が
ん
検
診
等
の
受
診
歴

が
あ
る
方

②
そ
の
他
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
等
）

　

受
診
券
は
５
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
が
、

が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
受
診
券
が
届
か

な
い
場
合
は
長
寿
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
10
月
12
日
（
木
）
の
み
Ｊ
Ａ
多
気
郡
本
店
に

て
実
施
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
別
途
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
長
寿
健
康
課　

健
康
ほ
け
ん
係

（
☎
52
・
７
１
１
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

予
約
は
４
月
10
日（
月
）か
ら
開
始

【
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
受
け
付
け
】

各種がん検診の日程等
日と場所 内容と時間 対象と定員 料金

場所はいずれも
保健福祉センター

5月20日(土)
6月18日(日)
7月18日(火)
7月31日(月)
8月17日(木)
9月10日(日)
9月18日(月・祝)
9月21日(木)

※10月12日(木)
11月26日(日)
11月27日(月)

H30.2月 2日(金)
2月 4日(日)

胃がん検診
（7/18,9/18,H30.2/4を除く）午前8時～11時 40歳以上40名 1,000円

乳がん検診

①エコー検査

午前9時～11時
（日程により時間

が異なります）

20歳以上35名 900円

②マンモ
　グラフィ検査

40歳以上40名
（2年に1度の受診） 900円

子宮頸がん検診 20歳以上60名 900円

明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/社協だより

毎月の紙おむつ代で
お困りではありませんか？
（町委託事業・共同募金配分金事業）

　高齢者と障がい者を対象に、紙おむつ・パット
等をご購入の際に金券としてお使いいただける

「紙おむつ購入券」を給付しています。
　金額は 5,000 円と 3,000 円の 2 種類です。
　町内の薬局等 8 店舗でご使用できます。

※毎月紙おむつ代が１万円以上
かかっている方ご相談ください。

※要件に該当する方に限ります。詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

無料で車椅子・介護用ベッドの
貸し出しをしています
・介護保険では借りることができない…。
・病院の駐車場から受付までが長くて大変…。
・旅行へ行きたいけど…
　けがをしていて長時間歩くのは困難…。

などの理由でお困りの
方はご相談ください。

（子供用もあります）

平成29年度固定資産税の
縦覧・閲覧について

　土地や家屋の納税義務者の方が、自分の所有す
る土地や家屋の評価が適正であるかを確認した
り、固定資産税台帳を閲覧することができます。
■縦覧期間　4 月 3 日（月）～ 5 月 1 日（月）
　　　　　※土日祝日を除く。
■手 数 料　無料
※詳しくは、税務課課税係固定資産税担当（☎
52・7113）まで。
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人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
各
種
自
主
運
営

サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
た
だ
し
会
員
資
格
は
、
人

権
セ
ン
タ
ー
夕
涼
み
会
、
交
流
祭

等
の
事
業
開
催
時
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。）

○
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

■
開
催
日

　

月
２
回　

第
１
第
３
水
曜

　
（
１
班
）　

午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

　
（
２
班
）　

午
後
２
時
40
分

～
３
時
40
分

■
参
加
費　

年
間
５
０
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

含
む
）

○
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

■
開
催
日

　

月
２
回　

第
２
第
４
水
曜

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
参
加
費　

年
間
３
０
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

含
む
）

人
権
セ
ン
タ
ー
各
種
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

【
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
】

○
着
付
け
サ
ー
ク
ル

■
開
催
日

　

年
９
回　

開
催
月
の
第
２
土
曜

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
参
加
費　

年
間
３
０
０
０
円

○
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　

手
芸
を
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
し
て
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を

使
っ
て
、
か
ご
や
小
物
を
編
ん
で

い
ま
す
。

■
開
催
日

　

毎
週　

水
曜
日
以
外
の
平
日

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
参
加
費　

年
間
２
０
０
０
円

　

及
び
材
料
代
実
費

　

な
お
、
各
サ
ー
ク
ル
の
申
し
込

み
は
、
４
月
４
日
（
火
）
～
７
日

（
金
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
に
、
電
話
か
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
催
日
程
は
、
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
，
平
成
29

年
度
各
種
サ
ー
ク
ル
講
座
の
開
講

式
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
開
講
行
事
と
し
て
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
。

 

開
講
行
事
に
は
、
一
般
の
皆
さ

ん
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　

４
月
12
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
（
受
け
付
け
＝
午
後

１
時
～
）

■
場
所　

い
つ
き
の
み
や
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー

４
月
12
日
に
人
権
セ
ン
タ
ー  

サ
ー
ク
ル
講
座
開
講
式

【
開
講
行
事
に
は
一
般
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
】

■
内
容
と
時
間　

①
開
講
式
＝
午

後
１
時
30
分
～
、
②
人
権
講
演
会

（
演
題
＝
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
、

講
師
＝
徳
島
県
人
権
啓
発
青
少
年

団
体
連
絡
協
議
会
「
止
揚
の
会
」

事
務
局
・
中
倉
茂
樹
さ
ん
）
＝
午

後
１
時
50
分
～
、
③
各
サ
ー
ク
ル

講
座
の
紹
介
・
説
明
＝
午
後
３
時

20
分
～

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
６（
平
成
28
）年
12
月
16

日
に
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
部
落
差
別
解

消
推
進
法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
と
は
、
特
定
の
地
域

出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
結
婚
を

反
対
さ
れ
た
り
、
就
職
や
日
常
生

活
に
お
い
て
様
々
な
差
別
を
受
け

る
と
い
う
日
本
固
有
の
人
権
問
題

で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今

な
お
差
別
発
言
、
差
別
待
遇
等
の

事
案
が
あ
り
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る
よ

う
な
内
容
を
書
き
込
み
、
拡
散
さ

せ
る
よ
う
な
事
象
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、「
現
在
も
な
お

部
落
差
別
が
存
在
す
る
」
と
の
認

識
を
示
し
、「
基
本
的
人
権
を
保

障
す
る
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と

り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
。

解
消
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
の
責
務
と

し
て
、
国
と
連
携
し
、
相
談
体
制

の
充
実
や
教
育
・
啓
発
等
、
部
落

差
別
の
解
消
に
向
け
て
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
を

ふ
ま
え
、
引
き
続
き
人
権
行
政
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
違
い
を
認
め
合

い
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

oj.go.jp/JIN
KEN

/jinken04_00127.htm
l

）

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
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く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

明
和
町
で
は
「
明
和
町
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
を
町
に
お
い
て
実
現
す

る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
町
内
の
各
種
団

体
か
ら
の
推
薦
者
と
学
識
経
験

者
、
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
15

名
以
内
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
応
募
い
た
だ
き
、
貴
重

な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

募
集
内
容

■
募
集
人
員　

２
人

■
応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
の
町

内
に
在
住
・
在
勤
の
方
。
た
だ
し
、

常
勤
の
公
務
員
を
除
き
ま
す
。

■
委
員
の
仕
事　

町
の
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
推

進
に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
す
。

■
任
期　

平
成
29
年
度
・
平
成
30

年
度
の
２
年
間

■
報
酬　

町
の
規
定
に
基
づ
き
ま

す
。 男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
町

人
権
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
参
す
る

か
、
郵
便
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、
町
人
権
セ
ン

タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
応
募
期
間　

平
成
29
年
４
月
３

日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

■
提
出
先

〒
５
１
５

－
０
３
３
１

明
和
町
大
字
佐
田
４
５
８
番
地
２

明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
選
考
・
通
知　

提
出
書
類
の
審

査
と
と
も
に
、
応
募
の
動
機
な
ど

を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。な
お
、

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
55
・
３
０
５
２

Ｅ
メ
ー
ル

jinken@
tow

n.m
ie-m

eiw
a.lg.jp

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127
　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活
支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活で
きるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象　身体・知的・精神障がいのある人、
その家族・支援関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請
手続きの支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支
援学校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤ 交流の場「ここサロン」、障がいの理解啓発学
習会の定期的開催等
■場所　保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月～金曜日（祝日を除く）、
午前８時 30 分～午後５時 15 分

◎「ななかまどの会」が開催されています
　精神に障がいのある人のご家族が自主的に集
まり、気軽に話し合う茶話会が毎月開催されてい
ます。この度、茶話会の名前を「ななかまどの会」
と決定しました。「ななかまど」とは、バラ科の落
葉高木で、花言葉に「私はあなたを見守る」とい
う意味があります。ご本人の疾病、日頃の生活、医
療や福祉サービスのことなどについて、同じ悩み
を持つご家族同士で話し合い、情報交換や交流を
深めることを目的としていますので、どうぞお気
軽にご参加ください。
■日時　毎月第 3 木曜日　午後 1 時から
■場所　明和町保健福祉センター

◎デイケアへ参加しませんか？
　精神に障がいのある方々を対象にデイケアを
行っています。みんなでおしゃべりやお料理、ス
ポーツなどを楽しみませんか？
■日時　毎月第1・3水曜日　午前10時～午後2時
■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター♬ここ♪（明和町保健福祉センター内、☎ 52・7127、
FAX 52・7128、メール shien@town.mie-meiwa.lg.jp）へお問い合わせください。
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未就園児と保護者の皆さんご利用ください

【子育て支援センター  行事予定】

　いちごくらぶ

◎おそとであそぼう会！
■日時　4月7日（金）午前10時30分～（雨天中止）
■場所　斎宮歴史博物館ふれあい広場
※申込不要
◎おはなし会
■日時　4月13日（木）午前10時30分～11時
※申込不要・身体測定おこないます
◎こいのぼりを作ろう♪
■日時　4月18日（火）午前10時～11時
■定員　各15人
◎赤ちゃんあーつまれ！
■日時　4月27日（木）午前10時～11時
■定員　10人

【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291　月～金（午前9時～午後2時）
 URL  http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

　おひさまひろば

◎親子ふれあいヨガ（うさぎコース・２歳児向け）
■日時　4月26日（水）午前10時～
※申込不要　
◎おひさまひろばの開館日
4月3日（月）、4日（火）、5日（水）、7日（金）、10日（月）、
12日（水）14日（金）、17日（月）、19日（水）、21日（金）、
26日（水）、5月1日（月）、2日（火）、8（月）、10日（水）

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いただき、
各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、子育てなどの情報交換ができる場です。
　次のとおり各種行事を行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）　不定期（午前９時～
正午、午後１時～３時）

　こあら

◎リズムであそぼう！（０〜２歳児）
■日時　5月16日（火）午前10時～10時30分
■定員　15組程度
※申込期間　4月24日（月）～5月10日（水）
◎お知らせ
　４月１日（土）～４月３日（月）は、休館させてい
ただきます。４月４日（火）より開館します。
園庭開放しています!
月～金　午前９時～９時45分・午前11時～11時45分

【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550　月～金（午前9時～正午、午後1時～3時）

　なりひら保育所

園庭開放しています!
☎55・3210　月～金　午前９時～午後4時

　児童センター

☎52・2519　月～土　午前９時～午後5時

く ら し
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

明和町立児童センターからのお知らせ
　児童センター（上村 1419 番地）は、｢健全な遊びの場｣ を提供する児童厚生施設です。未就学児か
ら小学生・中学生まで利用できます。（未就学児は必ず保護者同伴）
■開館日時　月曜～土曜の午前９時～午後５時（ただし、日曜・祝日・年末年始は終日休館）

 お気軽にご参加を　子どもたち対象 図画教室の参加者を募集
■内　　容　いろいろな題材で絵を描きます
■開催日時　５月13日(土)以降の毎月第２・第４土曜日　午後1時30分～３時
　　　　　　※９月ごろまでの期間活動します。
■対　　象　明和町在住の小学生
■募集人員　20人
■参　　加　無料
■申込期間　４月10日（月）～20日（木）
※申し込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。
※教室内容のお問い合わせ・参加申し込みは、児童センター（☎ 52・2519）までお願いします。
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

　

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

※
受
付
期
間
中
、
総
合
体
育
館
受

付
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙（
幼
児
・

小
学
生
対
象
ス
ク
ー
ル
は
各
学
校

等
へ
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
参
加
費
・
保
険
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

バ
レ
ト
ン

■
日
時　

５
月
９
日
・
16
日
・
23

日
、
６
月
６
日
・
13
日
・
20
日
、

７
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、

８
月
１
日
・
８
日
・
22
日
、
９
月

５
日
・
12
日
・
19
日

（
各
火
曜
日　

計
16
回
、
午
前
10

時
～
10
時
45
分
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

剣
道
場

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

18
才
以
上

■
募
集
人
数　

先
着
15
人

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

１
８
５
０
円

（
※
65
才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
10
日
（
月
）
～
17
日
（
月
）

剛
柔
流
空
手
道
ス
ク
ー
ル

■
日
時　

５
月
10
日
・
17
日
・
24

日
・
31
日
、　

６
月
７
日

（
各
水
曜
日　

計
５
回
、
午
後
６

時
～
７
時
30
分
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

明 和 町
体 育 協 会

■
場
所　

総
合
体
育
館　

柔
・
剣

道
場

■
対
象
者　

町
内
の
５
歳
児
（
年

長
）
～
中
学
生

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
14
日
（
金
）
～
23
日
（
日
）

キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
（
幼
児
）

■
日
時　

５
月
10
・
17
日
・
24
日
・

31
日
、
６
月
７
日

（
各
水
曜
日　

計
５
回
、
午
後
３

時
30
分
～
４
時
15
分
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

ロ
ビ
ー

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

３
歳
児（
年
少
）～
５
歳
児（
年
長
）

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
17
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

女
性
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
（
硬
式
）

■
日
時　

５
月
13
日
・
20
日
・
27

日
、
６
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
、
７
月
１
日

（
各
土
曜
日　

計
８
回　

予
備
日

＝
７
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29

日
、
午
後
７
時
～
８
時
30
分
）

■
場
所　

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

初
心
・
初
級
者
の
女
性

■
募
集
人
数　

先
着
12
人

■
参
加
費　

町
内
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
５
０
０
０
円

■
保
険
料　

１
８
５
０
円

（
※
65
才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
10
日
（
月
）
～
17
日
（
月
）

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル（硬

式
）

■
日
時　

５
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
６
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
、
７
月
２
日

（
各
日
曜
日　

計
８
回　

予
備
日

＝
７
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
、
①
午
後
２
時
～
３
時
②
午
後

３
時
15
分
～
４
時
15
分
③
午
後
４

時
30
分
～
５
時
30
分
）

■
場
所　

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

①
小
学
１
～
６
年
生
②
ス
ク
ー
ル

等
で
習
っ
て
い
る
者
③
テ
ニ
ス
大

会
等
出
場
者
（
②
・
③
は
小
学
１

年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で
学
年
を

問
い
ま
せ
ん
）

■
募
集
人
数　

①
②
③
各
先
着
24

人■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
13
日
（
木
）
～
20
日
（
木
）

親
子
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
（
硬
式
）

■
日
時　

５
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
６
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
、
７
月
２
日

（
各
日
曜
日　

計
８
回　

予
備
日

＝
７
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日　

午
後
０
時
45
分
～
１
時
45

分
）

■
場
所　

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
の
親

子■
募
集
人
数　

先
着
14
ペ
ア
（
子

ど
も
１
名
・
保
護
者
１
名
を
１
ペ

ア
と
し
て
）

■
参
加
費

　

町
内
１
ペ
ア　

２
０
０
０
円

　

町
外
１
ペ
ア　

４
０
０
０
円

■
保
険
料　

子
ど
も
８
０
０
円

　
　
　
　
　

大
人
１
８
５
０
円

（
※
65
才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
13
日
（
木
）
～
20
日
（
木
）

親
子
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

（
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
）

■
日
時　

５
月
14
日
・
21
日
、
６

月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、

７
月
２
日
・
９
日

（
各
日
曜
日　

計
８
回　

予
備
日

＝
７
月
16
日
・
23
日
・
30
日
、
①

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
②
午

前
10
時
45
分
～
11
時
45
分
）

■
場
所　

明
和
町　

担
い
手
セ
ン

タ
ー
（
室
内
）

■
対
象
者　

①
②
ク
ラ
ス
と
も
に

町
内
・
近
隣
市
町
の
４
歳
児
（
年

中
）
～
５
歳
児
（
年
長
）
の
親
子

■
募
集
人
数　

各
ク
ラ
ス
先
着
６

ペ
ア
（
子
ど
も
１
名
・
保
護
者
１

名
を
１
ペ
ア
と
し
て
）

■
参
加
費

　

町
内
１
ペ
ア　

２
０
０
０
円

　

町
外
１
ペ
ア　

４
０
０
０
円

■
保
険
料　

子
ど
も
８
０
０
円

　
　
　
　
　

大
人
１
８
５
０
円

（
※
65
才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
17
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

ゆ
だ
ね
て
ホ
ッ
と
す
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

■
日
時　

５
月
24
日
、　

６
月
７

日
・
21
日

（
各
水
曜
日　

計
３
回
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

会
議
室

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

18
才
以
上

■
募
集
人
数　

先
着
10
人

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

１
８
５
０
円

（
※
65
才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
日
時

　

４
月
24
日（
月
）～
５
月
１
日（
月
）

※
受
付
期
間
中
、
総
合
体
育
館
受

付
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙（
幼
児
・

小
学
生
対
象
ス
ク
ー
ル
は
各
学
校

等
へ
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
参
加
費
・
保
険
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協

会
（
総
合
体
育
館
内
☎
52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
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■
日
時　

６
月
～
11
月　

第
２
・

第
４
水
曜
日
（
12
回
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

■
場
所　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
〒
５
１
５
‐
０
５
０
５　

伊

勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
内
容　

着
物
を
洋
服
に
リ
メ
ー

ク■
定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉

城
町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
方

■
参
加
費　

１
２
０
０
円

■
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ミ
シ
ン

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
参
加
者
募
集

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
で
。

■
〆
切
日　

５
月
８
日
（
月
）
消

印
有
効

■
抽
選
日　

５
月
11
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
（
公
開
抽
選
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
い
せ
ト
ピ
ア
「
い
せ
ま
な
び
の

パ
ス
ポ
ー
ト
」
ス
タ
ン
プ
対
象
講

座※
お
問
い
合
わ
せ
は
伊
勢
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
９
６
・

38
・
２
８
０
０
）
ま
で
。

往復はがきの書き方
往信用 表 返信用 裏
郵便往復はがき

52 〒515-0505
日本郵便

日本郵便

往 信

伊勢市西豊浜町653 何も記入しないで
伊勢広域環境組合 ください。
リサイクルプラザ 宛

返信用 表 往信用 裏
郵便往復はがき

52
返信

住 所

氏 名 様

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
畜
犬

（
飼
い
犬
）
登
録
と
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　

生
後
３
ヶ
月
（
91
日
）
以
上
の

畜
犬
は
「
犬
の
一
生
涯
で
１
回
」

の
登
録
と
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

畜
犬
登
録
は
、
未
登
録
の
場
合

の
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注

射
は
、
獣
医
師
に
よ
る
注
射
を
別

途
受
け
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、

必
ず
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

集
合
注
射
の
日
程
に
ご
都
合
の

合
わ
な
い
方
は
、
お
近
く
の
動
物

病
院
に
て
予
防
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

４
月
６
日
（
木
）

　

・
午
前
９
時
～
10
時

　
　

上
御
糸
ふ
れ
あ
い
会
館

　

・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

み
い
と
会
館

　

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
　

大
淀
会
館

畜
犬（
飼
い
犬
）登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

【
４
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
町
内
各
所
で
】

　

４
月
７
日
（
金
）

　

・
午
前
９
時
～
10
時

　
　

北
野
公
民
館

　

・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

牛
葉
公
民
館

　

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
　

金
剛
ヶ
丘
中
央
公
園

　

４
月
10
日
（
月
）

　

・
午
前
９
時
～
10
時

　
　

明
星
会
館

　

・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

有
爾
中
区
第
１
公
民
館

　
　
（
旧
さ
く
ら
会
館
）

■
対
象　

生
後
３
ヶ
月
（
91
日
）

以
上
の
犬

■
持
ち
物
な
ど

①
畜
犬
登
録（
未
登
録
の
人
の
み
）

登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

②
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射（
毎
年
）

予
防
注
射
料
３
２
０
０
円

　

問
診
は
が
き

　
（
登
録
犬
の
み
送
付
済
み
）

※
登
録
手
数
料
・
予
防
注
射
料
は
、

で
き
る
限
り
お
釣
り
が
い
ら
な
い

よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。ま
た
、

明
和
町
で
は
咬
傷
事
故
等
の
責
任

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
気
配
り
を

　

近
年
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
低
下

に
よ
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
こ
と

は
、
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

無
駄
ぼ
え
な
ど
、
犬
の
ス
ト
レ

ス
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
十
分
な

散
歩
や
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

猫
は
、
犬
と
異
な
り
、
つ
な
い

で
飼
う
と
い
う
義
務
が
な
い
た

め
、
自
由
に
家
を
出
入
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
人
の
家
の

庭
に
ふ
ん
を
し
て
近
所
に
迷
惑
を

掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

猫
同
士
の
ケ
ン
カ
や
接
触
か
ら
、

飼
い
猫
が
感
染
症
に
か
か
る
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
猫
は
家

の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課　

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
て
、
生
ご
み
の

減
量
化
や
家
庭
菜
園
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
掃
除
全
般
に
つ
い
て
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

め
い
わ
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
Ｅ
Ｍ
講
座
の
お
知
ら
せ
】

思
い
は
伊
勢
湾
に　

行
動
は
台
所
か
ら

■
講
師　

い
も
っ
こ
明
和

　

申
し
込
み
不
要
。
当
日
の
飛
び

入
り
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
め
い
わ
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・

７
１
２
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
開
館
時
間
：
平
日
９

時
～
午
後
４
時
）

　

５
月
１
日
～
７
日
は
憲
法
週
間

で
す
。
津
地
方
裁
判
所
、
津
地
方

検
察
庁
お
よ
び
三
重
弁
護
士
会
で

は
、
国
民
の
皆
様
に
裁
判
員
裁
判

を
は
じ
め
と
す
る
刑
事
手
続
き
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
共
同
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
９
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
午
後
１

時
15
分
ま
で
に
集
合
）

■
集
合
場
所　

津
地
方
検
察
庁

（
津
市
中
央
３
‐
12
）

「
裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士
会　

共
同
見
学
会
」

の
ご
案
内

■
内
容　

裁
判
員
裁
判
法
廷
・
検

察
庁
の
取
調
室
な
ど
の
見
学
、
裁

判
官
・
検
察
官
・
弁
護
士
な
ど
に

よ
る
刑
事
手
続
き
に
関
す
る
説
明

■
定
員　

30
人
（
事
前
申
込
制
・

先
着
順
）

■
申
込
期
間　

４
月
６
日
（
木
）

～
26
日
（
水
）
※
土
日
を
除
く
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
６
５

FAX
０
５
９
・
２
２
８
・
４
８
０
１
）

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

国家公務員募集
　人事院は平成 29 年度に次の採用試験を行
います。受験案内などは人事院ホームページ
からダウンロードできます。
　また、受験申し込みはインターネットによ
り行ってください。詳しくは当事務局までお
問い合わせ下さい。

◇総合職試験【院卒者・大卒程度試験】
受験案内等の人事院HP掲載　2月1日（水）～
受付期間　3月31日（金）～4月10日（月）
第1次試験　4月30日（日）

◇一般職試験【大卒程度試験】
受験案内等の人事院HP掲載　2月1日（水）～
受付期間　4月7日（金）～19日（水）
第1次試験　6月18日（日）

◇一般職試験【高卒者試験・社会人試験（係員級）】
◇税務職員試験
受験案内等の人事院HP掲載　5月9日（火）～
受付期間　6月19日（月）～28日（水）
第1次試験　9月3日（日）

人事院中部事務局　第二課試験係
☎052・961・6838

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

裁判所職員採用総合職試験（裁判所事務官・
家庭裁判所調査官補、院卒者区分・大卒程度
区分）及び一般職試験（裁判所事務官・大卒
程度区分）について

受付期間
インターネット…４月3日（月）～11日（火）
郵送…４月3日（月）～5日（水）当日消印有効
第１次試験日
5月14日（日）
受験資格
●総合職試験（院卒者区分）… 昭和 62 年 4 月 2 日以降に

生まれた者であって、大学院修了者及び修了見込みの者
●総合職試験（大卒程度区分）… 昭和 62 年 4 月 2 日から

平成 8 年 4 月 1 日までに生まれた者、平成 8 年 4 月 2
日以降に生まれた者であって、大学卒業者及び卒業見込
みの者

●一般職試験（大卒程度区分）… 昭和 62 年 4 月 2 日から
平成 8 年 4 月 1 日までに生まれた者、平成 8 年 4 月 2
日以降に生まれた者であって、大学卒業者・短期大学卒
業者及び高等専門学校卒業者並びに各卒業見込みの者

※受験資格の詳細については、裁判所ウェブサイト（http://
www.courts.go.jp/）または受験案内でご確認ください。
資料請求
　受験案内は、裁判所のウェブサイトに掲載するとともに、
最寄りの裁判所でも配布しています。
問い合わせ先
　津地方・家庭裁判所事務局総務課人事第一係（☎ 059・
226・4876 ダイヤルイン）までお問い合わせください。
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介
護
者
の
よ
り
あ
い
カ
フ
ェ

　

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
者
の
情
報
交
換

や
気
分
転
換
を
目
的
に
交
流
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
気
軽
に
介
護
を

語
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
12
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
茶
々
（
明
和

の
里
敷
地
内
）

■
参
加
費　

メ
ニ
ュ
ー
の
自
己
負

担
の
み
。（
飲
み
物
…
１
０
０
～

３
５
０
円
、
団
子
・
ケ
ー
キ
等
…

70
～
２
５
０
円
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト

…
４
０
０
～
５
０
０
円
）

■
参
加
申
し
込
み　

明
和
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・

７
１
２
７
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（有料広告）

2月中の主な増減
出　生：   15 人
死　亡：   24 人
転入等：   53 人
転出等：   44 人

人のうごき

3月の人口
総人口：23,166 人
　　男：11,174 人
　　女：11,992 人
世帯数：8,819 世帯

危
険
物
取
扱
者
試
験（
乙
種
第
４
類
）の
予
備
講
習
会

　

平
成
29
年
度
前
期
危
険
物
取
扱

者
試
験
（
乙
種
第
４
類
）
を
受
験

さ
れ
る
方
の
た
め
に
、消
防
法
令
、

基
礎
的
な
物
理
・
化
学
及
び
危
険

物
の
性
質
・
消
火
方
法
に
つ
い
て
、

予
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
17
日
（
水
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
と
こ
ろ　

嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室
（
松
阪
市
嬉

野
町
１
４
２
９
番
地
１
）

■
定
員　

90
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
受
講
料　

無
料

■
テ
キ
ス
ト
（
受
付
時
販
売
）

　

教
科
書
１
６
０
０
円

　

問
題
集
１
６
６
０
円

■
受
付　

４
月
13
日
（
木
）
～
５

月
12
日
（
金
）
ま
で

松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１
番
地
１

消
防
本
部
予
防
課
（
土
曜
・
日
曜

日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

■
問
い
合
せ
先　

松
阪
地
区
防
火

協
会
（
消
防
本
部
内
）

☎
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
２

※
松
阪
市
で
の
試
験
は
６
月
18
日

（
日
）
で
、
郵
送
で
の
受
験
願
書

受
付
期
間
は
４
月
13
日
か
ら
24
日

ま
で
で
す
。
願
書
は
各
消
防
署
・

分
署
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

■
対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
３
歳

６
か
月
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

で
、
よ
い
歯
を
お
持
ち
の
親
子

※
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
（
松
阪

地
区
歯
科
医
師
会
会
員
の
医
院
）

の
推
薦
が
必
要
で
す
。
か
か
り
つ

け
歯
科
医
院
の
な
い
方
は
紹
介
し

ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

４
月
21
日
（
金
）

午
後
３
時
ま
で
に
、
電
話
で
松
阪

地
区
歯
科
医
師
会
へ
。

（
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

■
表
彰　

優
秀
者
の
方
は
６
月
４

（
日
）
開
催
の
歯
と
口
腔
の
健
康

ま
つ
り
で
表
彰
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

松
阪
地
区
歯

科
医
師
会
（
☎
０
５
９
８
・
26
・

４
８
０
３
）
ま
で
。

【
80
歳
か
ら
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

■
対
象　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上

の
歯
を
お
持
ち
の
方
（
今
年
か
ら

80
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た
）

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

４
月
10
日
（
月
）

～
５
月
12
日
（
金
）
に
、
電
話
で

松
阪
地
区
歯
科
医
師
会
へ
。

（
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

■
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
表
彰

　

６
月
4
日
（
日
）
開
催
の
歯
と

口
腔
の
健
康
ま
つ
り
当
日
に
実
施

し
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
に
は
後
日

詳
細
を
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

歯
科
医
院
（
松
阪
地

区
歯
科
医
師
会
会
員
の
医
院
）
無

料
推
薦
枠
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

松
阪
地
区
歯

科
医
師
会
（
☎
０
５
９
８
・
26
・

４
８
０
３
）
ま
で
。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）

公共職業訓練受講生募集のお知らせ
独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構三重支部

三重職業能力開発促進センター伊勢訓練センター（ポリテクセンター伊勢）　☎0596・37・3121

　ポリテクセンター伊勢では、求職者が早期に再就職できるよう、ものづくり分野に特化した職業訓
練を実施しています。
■場所　ポリテクセンター伊勢（伊勢市小俣町明野 685）
■対象　再就職を希望し、公共職業安定所に求職申し込みをしている人
■訓練科名・期間・定員など

※受講料は無料ですが、別途教材費・作業服代が必要です。
※応募締切日以降でも追加募集を行う場合がありますので、ポリテクセンター伊勢までお問い合わせ下さい。

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 応募締切日 入所選考日

6月
CAD・NC技術科 15人 6月20日（火）

～12月12日（火） 5月18日（木） 5月19日（金）

機械加工技術科 15人 6月27日（火）
～平成30年1月19日（金） 5月26日（金） 5月29日（月）

8月
電気設備技術科 15人 8月18日（金）

～平成30年2月13日（火） 7月20日（木） 7月21日（金）
住宅リフォーム技術科 15人

（有料広告）

平
成
29
年
度

伝
統
文
化
親
子
教
室
明
和
を
開
催

　

親
子
で
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
華
道
（
い
け
ば
な
）

を
体
験
す
る
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

月
１
回　

第
４
土
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

※
第
１
回
目
は
５
月
27
日
（
土
）、
年
間
10
回
予
定
。

■
場
所　

大
淀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

幼
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

■
募
集
人
数　

先
着
20
人
（
５
月
10
日
締
切
）

■
参
加
費　

１
回
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
花
材
費
）

※
詳
し
く
は
田
端
恭
子
さ
ん
（
☎
55
・
２
１
７
７
）
ま
で
。

山
野
草
展
示
会
を
開
催 

【
明
和
山
草
会
】

　

明
和
山
草
会
で
は
次
の
と
お

り
山
野
草
の
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

４
月
22
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

４
月
23
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

明
和
町
中
央
公
民
館

■
展
示
品
目　

山
野
草
、
花
木
に
寄
る
創
作
盆
栽

■
作
品　

寄
せ
植
え
、
石
付
、
流
木
付
、
苔
玉
、
棚
飾
り

■
出
点
数　

約
１
２
０
点

■
そ
の
他　

手
作
り
品
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
明
和
山
草
会　

杉
木
弘
和
さ
ん
（
☎ 

52
・

２
８
７
８
）
ま
で
。
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4月と5月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活 相 談

（消費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次の
とおり開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　①4月11日（火）、②5月9日（火）
時間は各日とも午前10時～正午・午後1時～3時
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

4月と5月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　① 4 月 3 日（月）午前９時 30 分～正
午＝行政相談・心配ごと相談、② 4 月 17 日（月）午
後 1 時 30 分～ 4 時＝心配ごと相談、③ 5 月 1 日（月）
午前９時 30 分～正午＝行政相談・心配ごと相談、④
5 月 15 日（月）午後１時 30 分～４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会
　（☎ 52・7056）へお問い合わせください。

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
４
月
11
日

（
火
）
＝
平
成
27
年
９
月
生
ま
れ 

②
５
月
９
日
（
火
）
＝
平
成
27
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　

①
４
月
20
日

（
木
）
＝
平
成
26
年
９
月
生
ま
れ

②
５
月
29
日
（
月
）
＝
平
成
26
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
４
月
25
日

（
火
）
＝
平
成
25
年
９
月
生
ま
れ

②
５
月
23
日
（
火
）
＝
平
成
25
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー
ト
、

検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

４
月
14
日（
金
）・

５
月
18
日
（
木
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
】

■
日
・
対
象
者　

５
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
～
12
時
＝
妊
娠
中
の

方
、
そ
の
配
偶
者

■
内
容　

妊
娠
中
の
暮
ら
し
方
と

産
後
の
育
児
に
つ
い
て
、
食
生
活

の
話
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流
、

妊
婦
体
験
、
産
後
の
手
続
き
な
ど

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

　

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

司
法
書
士
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

　

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
不
動
産
登
記
、
裁
判
手
続
、

成
年
後
見
等
に
つ
い
て
、
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
20
日
（
木
）

　

午
後
６
時
～
８
時
（
午
後
７
時

30
分
ま
で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所　

松
阪
市
日
野
町
７
８
８

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　

松
阪
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

陽
介
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
古
田

顕
子
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

21
・
１
５
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

５
月
８
日
（
月
）

ま
で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

※
先
着
15
人

※
託
児
が
必
要
な
場
合
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
（
有
料
、
当

日
申
し
込
み
不
可
）

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

４
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
＝
離
乳
食

に
つ
い
て
知
り
た
い
方

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

４
月
26
日
（
水
）

ま
で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

※
先
着
15
人
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ
☆機織り体験（はたおり）
　ゴールデンウィー
クに機織り体験はい
かがですか。麻織り
と絹織りから選べま
す。初めての方も時
間を忘れるほど楽し
く織っていただけま
す。ランチョンマッ
ト程の作品を 2 時
間で作りましょう。
見学も自由にできま
すので、ぜひご来館
ください。

■体験日時：
　５月４日（祝・木）
　①午前 10 時～正午
　②午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
■参加費：麻・絹 各 2000 円
■申し込み：４月１日～（先着順・予約制）

☆平安装束試着体験
　十二単などの平安
装束を本格的に試着
体験できます。各回
１組２名様まで体験
できます。ご夫婦、
親子、お友達同士で
いかがですか。記念
写真３枚をプレゼン
ト！！ご持参のカメ
ラ、ビデオの撮影も
できます。

■体験時間：１日２回
　①午前 10 時 30 分～　②午後 2 時～
■定員：各回１組２人まで
※家族試着デー（第３日曜日）は１組４人まで体
験できます。
■参加費：
　十二単・直衣 各 5,500 円（税込）
　（身長 150cm 以上の方）
　水干・汗衫・細長 各 2,200 円（税込）
　（身長 120cm 前後の方）
■申し込み：希望の日にちの月の前月１日より受
付可（講座等により休みになる場合もあります）

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ
○ふるさと会館では、子どもを対象とし
た読み聞かせを次のとおり行います。た
のしいおはなしがいっぱいあるよ。

「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ
■内容：絵　本「うまれたてのいろ」
　　　　　　　 「しょうぼうしのサルサさん」
　　　　紙芝居「サルとカニのもちつき」
■日時：４月 23 日（日）午後 2 時～
■場所：ふるさと会館１階児童室

「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：４月 27 日（木）午前 11 時～
■場所：ふるさと会館 1 階児童室

「てんとうむし」による読み聞かせ
■日時：４月８日（土）午後２時 30 分～
■内容：絵　本「きょうはたんじようび」
　　　　紙芝居「よもぎだんごぺったん」
■場所：ふるさと会館１階児童室
○ワークショップ「似顔絵プレゼント」
■プレゼンター：似顔絵画家 内田ケロ（弘子）さん
■日時：４月 22 日（土）午前 10 時～正午
■場所：図書館児童室
■募集人数：10 人
■申し込み：４月４日（火）正午～
■費用：無料
■対象：どなたでも応募できます。
○４月特別展「近代明和の俳句」
■期間：４月 11 日（火）～ 27 日（木）
■場所：ふるさと会館２階特別展示場
　明和町竹川在住、田中里史さん所蔵の資料を中
心とした、明治以降、昭和 20 年代までの明和町
で活躍した「糸友社」と「いつき会」など、俳句
に関わる展示会です。松尾芭蕉短冊軸や長谷川素
逝の短冊、句集など、貴重な資料約 25 点を展示
します。
○子ども読書週間
　４月 22 日（土）は「子ども読書の日」です。
この日をはさんだ前後１～２週間を子ども読書週
間として「本の題名さがし」などの行事を計画し
ています。ぜひご参加ください。
○４月の休館日
３日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）、
28 日（金／月末整理日）
●29日（土）は祝日開館（昭和の日）します。
●5月のGW期間中（3日〜5日）は祝日開館します。
●5月29日（月）〜6月8日（木）の間、館内整理と特別
　蔵書点検のため休館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へお
問い合わせ下さい。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　4月号平成29年

（2017年）
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今月号の主な内容

３月７日に行われた明和中学校卒業式の様子（町総合体育館）
【詳しくは本紙２頁をご覧ください。】

●まちの話題：明和中学校卒業式ほか …………………………………… P2

●まちの話題：町内２カ所で津波避難タワー竣工式ほか ……………… P3

●くらし：平成２９年第１回定例会 ……………………………………… P5

●特集：平成２９年度予算 ………………………………………………… P6～

●ひとまちふれあい企画：楽しい手作り教室ほか ……………………… P18
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段

期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

3月30日（木）～
4月6日（木）

4月6日（木）～
4月13日（木）

4月13日（木）～
4月20日（木）

4月20日（木）～
4月27日（木）

4月27日（木）～
5月4日（木）

●ニュース：①保育所卒園式
　　　　　 ②いつきのみや地域交流センター竣工式　ほか
●トピックス：明和町津波避難タワー

●ニュース：①明和町入庁式
　　　　　 ②明和町地方創生会議　ほか
●トピックス：斎王選考会

●ニュース：①小学校入学式
　　　　　 ②明和中学校入学式　ほか
●トピックス：日本酒プロジェクト

●ニュース：①中央公民館講座開講式
　　　　　 ②幼稚園入園式　ほか
●トピックス：明和町津波避難タワー

●ニュース：①稲作体験学習
　　　　　 ②交通安全教室　ほか
●トピックス：斎王選考会

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00

0：00
1：00

明和町情報番組 め～ナビ
00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈4月6日（木）～5月4日（木）〉

お天気

（有料広告）

（有料広告）

みんなの元気体操    
9:55、12:55、15:55

ゴーゴーはつらつ体操  
10:55、13:55、16:55

ユーめい姫ドリーム    
11:55、14:55、17:55
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